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講義の計画

６月５日（月）

１０：３０－１２：００：自己組織化臨界現象とは （パワーポイント）

（以下講義は黒板で行います。）

１３：００－１４：３０：アーベル的砂山崩しモデル（ＡＳＭ）の定義

６月６日（火）

１０：３０－１２：００：再帰的配置と定常分布

１３：００－１４：３０：再帰的配置の総数

１５：００－１６：３０：講演会「量子ウォークの特異な拡散現象」

（パワーポイント）

６月７日（水）

１０：３０－１２：００：禁止部分配置と許容配置

なだれの伝播関数

１３：００－１４：３０：２次元正方格子上のＡＳＭ



§１．２ 自己組織化臨界現象

Self-Organized Criticality (SOC）



磁性体の相転移点（臨界点）では
帯磁率や比熱といった
応答関数が発散する。

異常応答 ・・・・ 臨界現象の一つ
critical phenomena













自己組織化臨界現象とは？

魅力的なネーミング
Self-Organized Criticality : SOC   Bak, Tang, Wiesenfeld, PRL (1987)

比較：通常の臨界現象
臨界＝境界に臨んだところ（cf. 臨海副都心）

（例１）水の三態



（例２） 強磁性体の Curie 温度 Tc
鉄の場合 Tc＝約 770 ℃

Curie temperature = critical temperature



自己組織化臨界現象＝自己組織化＋臨界現象？

自己組織化＝外部からのコントロールを受けることなく、
自発的に自然と、システムがある構造を形成し、
秩序だった状態に発展していくこと

（例） 受精卵 分割 分化

相転移に伴う臨界現象

２次相転移点（臨界点）でのみ見られる。
温度、圧力、磁場などのパラメータをある値にチューニングして
はじめて実現する。
したがって、自己組織的とは言えない。



実はＳＯＣ（自己組織化臨界現象）は自然界に多く見られる！
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